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支援機器開発コーディネーター人材育成プログラムの開発 
－コーディネーターに求められる能力や知識の明確化－ 

 

研究分担者 西浦 裕子 名古屋大学大学院医学系研究科   
総合保健学専攻・助教  

研究分担者 松田 雅弘 順天堂大学 保健医療学部・教授 
研究協力者 出口 弦舞 国際医療福祉大学 保健医療学部・准教授 
研究協力者 冨板 充  名古屋市総合リハビリテーション事業団 

なごや福祉用具プラザ 

研究要旨  

当事者ニーズの把握、試作機器の製作、モニター評価等の各工程において異業種連携やチ

ームアプローチを促すことができる「支援機器開発コーディネーター」（以下、「コーディ

ネーター」という。）人材が求められている。本研究では、コーディネーター人材を育成す

るためのプログラム開発を見据え、コーディネーターに求められる技能のスキルチェックシ

ートを作成することを目的とした。今年度は、昨年度作成したスキルチェックシートの改訂

と教材コンテンツの作成を行った。まず、既存研究および専門家へのインタビュー結果を基

に、「ユーザー理解・障害理解」「工学的知識・技術的挑戦」「コーディネート力」「リー

ダーシップ力」「福祉機器市場の理解・マーケティング」の 5 つのスキルを抽出し、これら

を開発フェーズ（企画・開発・販売）に応じて再整理することで、詳細なスキルマップを作

成した。このスキルマップに基づき、各スキルを 4 段階で自己評価可能とするルーブリック

を備えたチェックシートへと改訂した。評価指標は、スキルの不足を強調するのではなく、

今後の成長を促す前向きな認識を支援する表現とした。さらに、支援機器開発コーディネー

ターの経験を有する 2 名へのインタビューを通じて、各スキルの具体的な実践内容や工夫を

抽出し、それらを反映した e-learning 教材のコンテンツ作成に向けた準備を行った。チェッ

クシートの活用に向けて、他者評価との整合性や多職種連携を促す統合的能力としての視点

を含め、今後検討が必要である。 

 
A．研究目的 

障害児・者（以下、「障害者」という。）のため

の自立支援機器（以下、「支援機器」という。」）

の開発は、ニーズや障害種別、心身機能特性、生活

環境が多様化している。個々の対象者のニーズに合

った支援機器を開発するためには、医学、エンジニ

アリング、マーケティングなど、様々な知識が求め

られる。そのため、支援機器開発におけるアイデア

創出、実現可能性評価、試作機器の製作、安全性評

価、モニター評価といった工程を円滑に進め、有用

な支援機器を開発するために、医療従事者や技術者

など、多職種連携によるアプローチが重要であると

されている 1)。 

また有用で安全な支援機器を開発するため、安全

性や市場性といった観点で設けられた各ステージに

おける基準を満たす必要がある 1)。そのためには、

当該分野特有かつ重要度の高い評価項目や、その基

準を明確にすることが重要であり、支援機器開発に

必要とされる多様な知識を兼ね備えた人材が求めら

れる。 

このように、支援機器開発を円滑に進めていくた

め、開発工程や評価基準などを理解し、開発者と現

場との懸け橋となるような者が参画することが望ま

しい。しかしそのような人材は限られており、支援

機器開発が円滑に進まない、あるいは普及に至らな

いという課題が指摘されている 2)。そこで、支援機
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器開発の各工程で適切な支援を行うことができ、異

業種連携かつチームアプローチの管理ができる支援

機器開発コーディネーター（以下、「コーディネー

ター」という。）人材を育成する必要がある。コー

ディネーター人材は、臨床現場での専門性に加え機

器開発の知識や経験が求められるが、全てを習得す

るにはワークショップやモニター評価等の実践経験

を要すことが考えられる。しかし、実際にコーディ

ネーター人材に求められるスキルや、技術の獲得に

向けた有効な教育方法は明らかとなっていない。 

本研究では、コーディネーター人材を育成するた

めのプログラム開発を見据え、昨年度に作成したコ

ーディネーターに必要とされる技能のスキルチェッ

クシートを改訂すること、さらにコーディネーター

人材の育成教材に用いるコンテンツを作成すること

を目的とした。 

 

B．研究方法 

B-1．スキルチェックシートの改訂 

① 詳細なスキルマップの作成 
昨年度までの研究結果より得られた支援機器開発

コーディネーターに必要なスキルは、「ユーザー理

解・障害理解」「工学的知識・技術的挑戦」「コー

ディネート力」「リーダーシップ力」「福祉機器市

場の理解・マーケティング」の 5 つの大項目であ

った。これらのスキルを詳細に分類する方法に関す

る助言を得るため、支援機器開発領域の専門家であ

る理学療法士 1 名を対象にインタビューを実施し

た。 
② 改訂版スキルチェックシートの作成 
昨年度に提示した自身の経験に基づくスキルチェ

ックシートを改訂する形で、上記 5 つのスキルに

関し、スキルマップ作成の中で抽出されたより詳細

なスキルを自己評価することができるスキルチェッ

クシートの作成を目指した。研究分担班メンバー内

で議論を重ね、4 段階評価が可能であるルーブリッ

ク表 3) を作成することとした。 
③ スキルチェックシートのインタビュー調査 

改訂版スキルチェックシートおよびルーブリック

表の各項目の妥当性や実用可能性を検討するため、

支援機器開発にコーディネーターのような立場で参

画したことのある 4 名に、インタビュー調査を実

施した。対象者は理学療法士 2 名、作業療法士 2
名であり、いずれも福祉機器開発領域に約 20 年以

上従事していた。 
表１．教材作成に向けたインタビューガイド 
1. ユーザー理解・障害理解 

・ユーザーニーズや課題を深堀するために行った工夫 
・コンセプト企画において、ユーザーや障害への理解のために
実施したことは何か  

・ヒューマン・センタード・デザインのサイクルを円滑に回す
のに必要なことは何か 

・ユーザーニーズと技術的制約をどのように繋いでいったか 
・試作段階でどの程度ユーザーからのフィードバックを得られ
たか 
・ユーザーの状況や障害に対する理解は販売（戦略）にどのよ
うに影響または活用されたか 

2. 工学的知識・技術的挑戦 
・企画段階で、コーディネーターに必要な工学的知識や技能は
何か 
・実際の開発を進める際に、コーディネーターにどのような工
学的視点が必要であるか 

・機能評価において、複数の開発団体との連携は必要であった
か 

・技術開発段階で、どの程度ユーザーや介助者の意見を反映し
たか 
（そのためにどのような場を設けたか） 

・工学的知識や技術的挑戦に関する項目は、販売戦略や価格設
定に影響したかどうか 

3. コーディネート力 
・企画段階からユーザーニーズを実現するため、どのような機
関や職種との連携をしたか 

・どのようにユーザーから開発技術者、行政までを巻き込ん
で、実際の開発ステップまで進めることができたのか 

・機器開発を進めていく上で、必要なコーディネート力とは何
であると考えるか 

・販売ルートの確保や販売フェーズにおいて、必要なコーディ
ネート力とはどのようなものであったか 

4. リーダーシップ力 
・ニーズを抽出するためにユーザーへどうのように働きかけた
か 
・チームメンバーを構成するために必要なことは何か 
・チームのキャプテンとして開発におけるプレーヤーを決める
のに、どのような試みをしたか 

・販売フェーズにおいて、リーダーシップ力やプロジェクト管
理力が必要だと思われた場面はあったか 
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5. 福祉機器市場の理解・マーケティング 
・ニーズ把握において、市場やマーケティング調査はどのよう
に実施したか 

・企画段階において、市場やマーケティングはどのように関係
していたか 

・開発を進めるにあたって、市場やマーケティングはどのよう
に関係していたか 

・販売戦略には、どの段階でどのようにして組み立てていった
か 

 
B-2．教材に用いるコンテンツの作成 

 支援機器開発コーディネーターのような経験のあ

る作業療法士 1 名（A 氏，男性，57 歳）と、工学

系バックグラウンドを持つ起業家（B 氏，女性，

41 歳）を対象に、インタビューを実施した。コー

ディネーターに必要とされる 5 つのスキルについ

て、支援機器開発の各フェーズにおける具体的な内

容が得られるよう、インタビューガイドを作成した

（表 1）。例えば、ユーザー理解の中で真のニーズ

を抽出するために行われた工夫や、開発フェーズに

おいてはニーズをどのように技術と結び付けたかな

ど、対象者の具体的な経験や考えを問うた。インタ

ビューは対面にて 2 時間程度実施し、対象者の承

諾を得て録音・録画を行った。 
 
（倫理面への配慮） 

 本研究は、東京大学大学院新領域創成学研究科の

倫理審査委員会の承認（番号：23-395）後に実施

した。対象者には、研究目的や方法、インタビュー

調査に関する具体的な内容、個人情報の取り扱いや

情報公開等に関する説明文をメールにて送付し、同

意書のメールでの返送によって同意を得た。 
Ｃ．研究結果 

C-1．スキルチェックシートの改訂 

① 詳細なスキルマップの作成 
  インタビューの結果、抽出された 5 つのスキル

に関し、2024 年に報告された「介護テクノロジー

開発ガイドブック」4) に記載されている「介護テク

ノロジー開発共通フレーム」を参照し、支援機器開

発を企画、開発、販売、3 つのフェーズに分けて検

討するよう助言を得た。スキルごとに開発フェーズ

によって求められる事項は変化するため、開発フェ

ーズ別に詳細なスキルを抽出およびマッピングし

た。本プロジェクトに参画している理学療法士 2
名と作業療法士 1 名が中心となり、これまで蓄積

した知見を参照しながらスキルマップを作成した

（図 1）。 
② 改訂版スキルチェックシートの作成 
昨年度に提示した自身の経験に基づくスキルチェ

ックシートを改訂し、スキルマップ作成の過程で抽
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図１．開発フェーズに基づくコーディネーターに必要なスキルマップ 
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図２．スキルチェックリスト 

ニーズ抽出のための観察・傾聴・分析スキル
ユーザーの潜在ニーズを抽出する力
ユーザーの生活環境・活動制限に関する理解力
障害特性（身体・認知・感覚）に関する基礎知識
ユーザーとのコミュニケーション能力
機器仕様に影響する障害特性の抽出力・特定力
機器使用による対象者の生活変化の想像力
個別ニーズに応じたカスタマイズ支援力
機械・電気・情報などの工学的基礎知識
技術トレンドの把握と応用可能性の判断力
企業や製品の特徴・技術領域の理解力
技術シーズに関する情報取得力
知的財産（特許等）に関する基礎知識
適した技術を選定・応用するための基礎知識
試作・評価・改良に関する調整力
安全性試験に関する知識
利用場面での安全性に関する理解力
企画案の構造化と合意形成を促すファシリテーション能力
チーム編成・役割分担に関するマネジメント力
チームを組織するオーガナイザーとしてのスキル
販売に至るまでプロジェクトを導くスキル
自身がプロジェクトを成し遂げるという強い意識
主体性をもってプロジェクトを遂行する能力
プロジェクト全体を俯瞰する力・観察力
必要な人材を挙げられるスキル
チームの構成力
多職種間の共通言語で表現する力
ものごとを共有するための時間をとる力
シーズとニーズをマッチングする力
困ったときに誰を頼るべきか、『こういうときはこの職種』というのを知っている
キーパーソンへのアプローチ，人脈
ユーザーの特性に基づくターゲティング力および使用環境の把握
ビジネスサポート制度や開発等助成金に関する知識
収益構造や価格帯設定に関する理解
関連法制度・機器の購入あるいは貸与に関する助成制度の理解
販売戦略・営業アプローチに関する知識
現状の市場理解と上市後の生成（予測）

　　　　 　　　　 　　　　

支援機器コーディネーターに必要なスキル
１．当事者の理解
　　（ニーズ分析，
　　　　ユーザー中心設計）

5．福祉機器市場の理解と
　　マーケティング力

４．コーディネート力
　　（多職種連携，
　　　　コミュニケーション）

2．工学的知識
　　 技術的挑戦

３．リーダーシップ力
　　　プロジェクト管理能力
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図３．スキルチェックリストの評価指標となるルーブリック表の例（当事者理解に関するスキル）

出された詳細なスキルに基づいて、上記 5 つのス

キルを自己評価可能なチェックシートを作成した

（図 2）。さらに自己評価の方法について研究分

担班メンバー内で議論を重ね、スキルごとに 4 段

階評価が可能であるルーブリック表を作成した

（図 3）。例えば、「ユーザー理解」の中で企画

段階から求められる「ニーズ抽出のための観察・

傾聴・分析スキル」に関して、「観察および聞き

取りにより、開発に必要なニーズを漏れなく抽出

できる」状態を最良評価（4 点）と定義した。一

方、「観察と聞き取りによるニーズ抽出に課題を

感じるため、支援や学習で精度を高めたい」と本

人が認識している状態を、今後の成長が期待され

る段階（1 点）と定義した。スキルの不足に焦点

を当てるのではなく、今後のスキル獲得に向けた

前向きな認識を促すことを意図し、ルーブリック

表の記述内容を工夫した。 
③ スキルチェックシートのインタビュー調査 
インタビュー調査の結果、スキルチェックシー

トおよびルーブリック表の構成や項目分類につい

ては精緻に設計されており、内容の妥当性は概ね

高いとの肯定的な評価が得られた。また、課題抽

出や自己の気づきを促すツールとして、教育前後

での変化を把握することや、自己評価に加えて指

導者等による他者評価を併用し、その差異を明確

化する活用方法が提案された。 
一方で、工学やマーケティングなど分野横断的

な知識を含む項目については、個々の専門領域に

よる差が大きく、網羅的な自己評価の困難さが指

摘された。また、自己評価は過大・過小評価とい

当事者理解 4 3 2 1

ニーズ抽出のための
観察・傾聴・分析スキル

観察と聞き取りに
より、開発に必要
なニーズを漏れな
く抽出できる。

観察と聞き取りに
より、主要なニー
ズを安定して抽出
できる。

観察と聞き取りに
よりニーズを抽出
できるが、表面
的・部分的な点も
ある。

観察と聞き取りに
よるニーズ抽出に
課題を感じるた
め、支援や学習で
精度を高めたい。

ユーザーの潜在ニーズを
抽出する力

多様な情報源を統
合して、言語化さ
れない・無自覚な
ニーズも一貫して
抽出できる。

多様な情報源を統
合して、言語化さ
れない・無自覚な
ニーズも、主要な
ものは安定して抽
出できる。

多様な情報源を統
合して、言語化さ
れない・無自覚な
ニーズも抽出でき
るが、表面的・部
分的な点もある。

言語化されない・
無自覚なニーズの
抽出に課題を感じ
るため、支援や学
習で精度を高めた
い。

生活環境・活動制限の
理解力

生活全体を構造的
に把握し、環境と
活動制限の関係を
明確に説明でき
る。

日常生活における
環境と活動制限の
関係を整理して、
主要な課題を説明
できる。

日常生活における
環境と活動制限の
関係を理解してい
るが、表面的・部
分的な点もある。

生活環境や活動制
限の理解に課題を
感じるため、追加
情報収集や学習で
精度を高めたい。

障害特性（身体・認知・
感覚）の基礎知識

障害特性を理解
し、機器の仕様や
支援方法へ応用で
きる。

基本的な障害特性
を理解し、説明で
きる。

障害に関する用語
や概要は理解して
いる。

障害特性の基礎知
識に課題を感じる
ため、学習で精度
を高めたい。
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った評価傾向の影響を受けやすく、特に自己評価

の高低がそのまま結果に反映される点に限界があ

ることが指摘された。加えて、評価の前提となる

到達目標や評価場面が明確でない場合、適切な評

定が困難であるとの意見が得られた。 
さらに、客観性を補完するためには、講義や実

践機会と評価項目との対応関係の明示、小テスト

等による客観的な理解度評価の併用、評価理由を

記述する備考欄の設置、未受講項目に対応する区

分の追加が必要であることが指摘された。加え

て、受講前の事前評価により学習者の初期状態を

把握し、学習内容の最適化や能動的な参加を促進

できる可能性も示された。 
 
C-2．教材に用いるコンテンツの作成 

インタビューガイドに基づき、2 名の対象者か

ら回答を得た。A 氏は主に行政と連携し、住民が

住み慣れた地域で活用可能な支援機器の開発に携

わった経験を有しており、主として企画・開発フ

ェーズに求められるスキルに関する知見を示し

た。また、B 氏は障害児の生活文脈と社会参加を

重視したインクルーシブデザインの視点に基づ

き、支援機器の開発から導入、販売までを一貫し

て担っており、販売段階に必要なスキルについて

も意見が得られた。 
「ユーザー理解」に関しては、開発の初期段階

から住民や当事者が参画できる体制を整備してい

た点が挙げられた。また、販売を見据えて価格帯

の調査を実施し、個人購入が可能な水準について

検討していた。「工学的知識」については、コー

ディネーター自身が必ずしも高度な工学的知識を

有している必要はなく、必要に応じて知識を補完

したり、専門家と連携したりすることの重要性が

示唆された。「コーディネート力」に関しては、

業種を問わず機器開発への関心を喚起する工夫

や、ユーザーとの継続的な意見交換、適切な人脈

の構築が挙げられた。「リーダーシップ力」で

は、プロジェクトを最後まで遂行する粘り強さや

根気強さ、多職種連携において上下関係にとらわ

れないフラットな関係性の中でプロジェクトを牽

引する重要性が述べられた。さらに、「市場理

解・マーケティングスキル」に関しては、企画段

階から製品のサイズや価格帯に関するニーズを把

握することの重要性に加え、インクルーシブデザ

インの観点から、障害の有無にかかわらず一般製

品として購入可能な仕組みづくりの重要性が指摘

された。 
 以上、2 名へのインタビューについて、動画を

撮影し、e-learning 教材の作成に向けて、必要な

準備を進めた。 
 
Ｄ．考察 

本研究の結果より、支援機器開発コーディネー

ターに求められるスキルは、「ユーザー理解・障

害理解」「工学的知識・技術的挑戦」「コーディ

ネート力」「リーダーシップ力」「福祉機器市場

の理解・マーケティング」といった多面的要素か

ら構成され 5)、開発フェーズに応じてその具体的

内容が変化することが示された。それらのスキル

の内容は網羅的であり、概ね妥当である可能性が

示唆された。改訂版スキルチェックシートについ

ては、学習前後の自己評価指標としての活用可能

性がある一方で、他者評価や客観的指標とのすり

合わせが必要であることが考えられた。 

今回抽出された 5 つのスキルは、個別に高度化

させるべき専門性として捉えるだけでなく、多職

種連携の中で相互に接続しながら発揮される統合

的能力として位置づける必要があると考えられ

る。特に本研究のインタビュー結果より、コーデ

ィネーターが特定領域において突出した専門家で

ある必要はなく、職種間の境界を越えて関係性を

構築し、フラットな立場からプロジェクト全体を

牽引する役割を遂行する重要性が示唆された。 

さらに、ユーザーやステークホルダーのみなら

ず、多様な専門職との継続的な関係構築を通じ

て、必要な場面で必要な人材と繋がること、すな

わち人的ネットワークを基盤としたコーディネー

ト力が中核的スキルとして浮かび上がった。この
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ような役割は、異なる専門領域間の橋渡しを担う

人材の重要性を支持する先行研究とも整合する 6, 

7)。また、ユーザー中心設計の観点からも、初期

段階から当事者を巻き込みながらニーズと技術を

繋ぐプロセスの重要性が再確認された。 

このようなスキルを有する人材を育成するため

には、まず自身のスキルの現状を客観的に把握

し、強みと課題を認識することが不可欠である。

本研究で作成した改訂版スキルチェックシート

は、こうした自己理解を促進し、学習や実践への

動機づけを高めるツールとして有用に機能する可

能性が示唆された。特に、評価指標をスキルの不

足に焦点を当てるのではなく、今後の成長を志向

した表現とした点は、学習者の前向きな認識を支

える点で意義があると考えられる。 

一方で、本研究にはいくつかの課題が残されて

いると考える。第一に、改訂版スキルチェックシ

ートの実際の運用を通じた妥当性や有用性の検証

が十分ではない点である。第二に、自己評価の結

果をどのように具体的な教育プログラムへと接続

し、知識習得や実践経験へと展開していくかにつ

いては、さらなる検討が必要である。今後は、改

訂版チェックシートの運用可能性を実証的に評価

するとともに、e-learning 教材を含む体系的な教育

プログラムと統合し、その教育効果を検証してい

くことが求められる。これにより、支援機器開発

を担うコーディネーター人材の育成に資する実践

的枠組みの構築を目指す必要があると考える。 

 
Ｅ．結論 

本研究では、支援機器コーディネーターに求め

られる 5 つのスキルに基づき下位項目を整理し、

改訂版スキルチェックシートを作成した。さら

に、教育コンテンツ開発に向けたインタビュー調

査を通し、支援機器の開発から普及に至るまでの

多様なスキルの重要性が明らかとなった。これら

の知見から、コーディネーターに必要なスキルを

体系的に習得可能な教育プログラムの開発および

人材育成システムの構築の必要性が示唆された。 
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